
  

富士通ゼネラルグループ 環境報告書 

FUJITSU GENERAL GROUP ENVIRONMENTAL REPORT 

2015 



 

FUJITSU GENERAL GROUP ENVIRONMENTAL REPORT 2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 「富士通ゼネラルグループ環境報告書 2015」は、富士通ゼネラルグループの最重要課題

のひとつである環境活動について、2014年度の実績とその内容などをご報告するものです。 

編集方針 

■ 主な事業活動の変化（2014 年度） 

  富士通ゼネラルグループの構成会社に変動はありません。 

  事業拠点の変動 

    ・山形県新庄市で富士通ゼネラルが保有（一部業務に使用）していた、旧・株式会社新庄

富士通ゼネラル（2009 年に解散）の工場・社屋を売却しました。 
 

■ 本報告書の想定読者 

  お客様、社員、株主・投資家、お取引先・事業パートナー、国際社会・地域社会、公共機関、

行政などのステークホルダーの方々を読者に想定しています。 
 

■ 報告期間 

  2014 年度（2014年4月1日～2015年3月31日）の活動を中心に報告しています。ただし、

一部は、それ以外の期間の内容を含みます。 
 

■ 報告対象組織 

  富士通ゼネラルおよびその連結子会社を報告対象としています。ただし、報告内容によって報

告の範囲は変動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 参考にしたガイドライン 

  環境省「 環境報告ガイドライン（2012年版）」 

   環境省「 環境会計ガイドライン  2005年版 」 
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〔 表紙の写真 〕 
 

二ヶ領用水（神奈川県川崎市） 

 

 

 

 

 

 

 

 二ヶ領用水は多摩川に沿って川崎市内を流れる農業

用水で、支流も含めた全長は 32 ㎞あります。1600 年

ごろから作られはじめ、江戸時代を通じて地域の農業を

支える貴重な水源として役立ってきました。 

 近年の都市化により、農業以外の利用が増えるととも

に、生活雑排水も流入したため、水質汚濁が進みました。

しかし、下水道の整備や、水環境の再生を願う市民など

の努力により、今では再び清らかな流れが戻ってきてい

ます。 

 また、川崎市の「生物多様性かわさき戦略～人と生き

物つながりプラン～」（2014 年 3 月策定）によれば、

生物多様性を維持するための生物の移動空間である緑

の回廊（コリドー）としての役割も期待されています。 

（本社より北西に約 8 ㎞の多摩川に設けられた堰など

から分水） 

 にかりょう 
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快適で安心できる社会に向けて 

 地球温暖化防止に向けて、2015 年 12 月にパリで開

催された COP21（国連気候変動枠組条約第 21 回締約

国会議）では、京都議定書に参加していなかった米国・

中国・インドといった CO2 排出量の大きい国も含めた

196 か国が自主目標を立て、その達成に取り組む「パ

リ協定」が採択されました。今後、世界的に省エネ規

制、冷媒規制が加速・多様化し、空調機本体の省エネ

追求は、さらに高いレベルになってくると予想されま

す。再生可能エネルギーの利用拡大はもとより、社会

や人びとの暮らしを支えるためのあらゆるエネルギー

消費行動の改善においても、低炭素社会に向けた技術

イノベーションが求められています。

富士通ゼネラルの主力製品である空調機器は、オフ

ィスや家庭でのエネルギー消費において大きな比重を

占めているため、エネルギー効率のさらなる向上だけ

でなく、使用効率と快適性を高度にバランスさせる気

流制御や自動運転などの技術を進化させ続けています。

その一方で、冷暖房を社会でシェアする取り組みが官

民の協力で実施されるなど、空調機ビジネスをとりま

く社会環境も変わりつつあり、社会ニーズの変化を的

確にとらえた製品やサービスを提供していくことが重

要であると考えています。 

 また、近年では、地球温暖化の影響とも言われる大

規模な自然災害が多発しており、甚大な被害をもたら

しています。これらの災害の経験から、たとえば人命

への危険が差し迫る前に適切な住民避難を呼びかける

など、行政からの情報を住民一人ひとりに確実に伝達

できる情報通信システムの構築が、消防や防災行政の

新たな課題になってくると思われます。 

未来へのチャレンジ 

 このように地球環境問題と関わりながら事業活動を

推進していくために、富士通ゼネラルグループでは、

1993 年から「環境行動計画」を策定し、環境活動を実

践しています。現在の第 7 期（2013～2015 年度）で

は、重点課題として『環境対応製品・技術の開発と市

場への提供拡大』『温室効果ガス排出量の削減』『廃棄

物・重点化学物質の排出抑制』『環境マネジメントシス

テムのレベルアップと運用効率改善』『生物多様性保全

の具体的取組み』の 5 項目を掲げています。現在まで

は概ね計画通り進捗しており、最終目標の達成に向け

活動を推進していきます。 

 富士通ゼネラルグループは、これからも総力をあげ

て持続可能な社会の実現に向けたチャレンジを続けて

いきます。 

TOP MESSAGE 
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株式会社富士通ゼネラル 

代表取締役社長 

斎 藤  悦 郎 
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富士通ゼネラルグループ環境方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企

業
理

念

富士通ゼネラルグループは、常に変革に挑戦し続け

快適で安心できる社会づくりに貢献し

豊かで夢のある未来を世界中の人々に提供します

経

営
目

標

■ 世界に通じる事業の育成

■ 世界の人々との共生

■ 風通しの良い経営

企

業
指

針

目指します

社会・環境

利益と成長

株主・投資家

グローバル

大切にします

社 員

お 客 様

お取引先

技 術

品 質

行

動
指

針

良き社会人

お客様起点

三 現 主 義

チャレンジ

ス ピ ー ド

チームワーク

■

■

■

■

■

■

行

動
規

範

社会に貢献し地球環境を守ります 

お客様、社員、株主の期待に応えます 

企業価値を持続的に向上させます 

常にグローバルな視点で考え判断します 

多様性を尊重し成長を支援します 

かけがえのないパートナーになります 

共存共栄の関係を築きます 

新たな価値を創造し続けます 

お客様と社会の信頼を支えます 

常に社会・環境に目を向け、 
良き社会人として行動します 

お客様起点で考え、 
誠意をもって行動します 

現場・現物・現実を直視して行動します 

高い目標を掲げ、 

達成に向け粘り強く行動します 

目標に向かって、 

臨機応変かつ迅速に行動します 

組織を超えて目的を共有し、 

一人ひとりが責任をもって行動します 

人権を尊重します 

法令を遵守します 

公正な商取引を行います 

知的財産を守り尊重します 

機密を保持します 

業務上の立場を私的に利用しません 

経営理念・環境方針 

 FUJITSU GENERAL Way は、一人ひとりが共有・実践すべき行動原則を示したものです。富士通ゼネラルグループは、共通の理

念・指針の下に、快適で安心できる社会づくりへの貢献をめざします。 

 富士通ゼネラルグループ環境方針は、富士通ゼネラルグループの環境経営理念・指針として 2003 年に制定しました。また、社

会環境の変化を受けて、2012 年に改訂しています。 
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 富士通ゼネラルは、富士通グループの一員として共通の経営理念を基盤としており、富士通株式会社の「FUJITSU Way」や「富

士通グループ環境方針」を富士通ゼネラル向けにアレンジし、「FUJITSU GENERAL Way」並びに「富士通ゼネラルグループ環境方

針」として制定しています。富士通ゼネラルグループ社員は、日々の活動において、これらの実践に努めています。 

理

念

富士通ゼネラルグループは、地球環境保

全への取り組みが重要な経営課題であると

認識し、快適で安心できる社会づくりに貢

献し、豊かで夢のある未来を世界の人々の

提供することで、社会の持続可能な発展に

貢献します。

また、事業活動にかかわる環境法や環境

上の規範を遵守するにとどまらず、自主的

な地球環境保全活動に努めます。

さらに、豊かな自然を次の世代に残すこ

とができるよう、すべての組織と一人ひと

りの行動により先行した取り組みを追求し

ていきます。

企

業
指

針

行

動
指

針

優れたテクノロジーを追求し、快適で安心安全な製品およびサービスを提供することにより、 

お客様や社会の環境負荷低減と環境効率の向上に貢献します。 

製品のライフサイクルのすべてにおいて環境負荷を低減します。 

省エネルギー、省資源および 3R（リデュース、リユース、リサイクル）を強化した 

トップランナー製品を創出します。 

化学物質や廃棄物などによる自然環境の汚染と健康被害につながる環境リスクを予防します。 

環境に関する事業活動、製品およびサービスについての情報を開示し、 

それに対するフィードバックにより自らを認識し、これを環境活動の改善に活かします。 

社員一人ひとりは、それぞれの業務や市民としての立場を通じて気候変動対策や生物多様性保全 

を始めとした地球環境保全に貢献し、更に広く社会へ普及啓発を図ります。 
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 富士通ゼネラルグループでは、「富士通ゼネラルグループ環境方針」を実践する具体的な計画として、環境行動計画を定めてい

ます。2013 年度から 2015 年度までの、第 7 期環境行動計画では、深刻度を増す気候変動に対し、エアコンなどの省エネルギー

化や環境負荷低減化の対策を加速させていく内容となっています。 

社会への貢献 
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製品のライフサイク

ルを通じて地球環境

への負荷を低減する

環境対応製品・技術

の開発と市場への提

供拡大 

新規開発する全製品をグリーン製品
(注 4)

とする 

2015 年度末までに、グリーン製品売上高を 2012

年度比 400%以上にする 

開発モデル数の比率で 30%以上をスーパーグリ

ーン製品
(注 4)

とする 

環境性能で業界トップレベルの技術を開発する 
(注 5)

目 標 項 目（2015 年度末までの目標） 2013 年度実績 2014 年度実績 進捗 関連 

100% 100% 

192.7% 

80.8% 

エアコンで開発完了
R-32 冷媒転換技術

消防無線の省資源化

235.8% 

30.4% 

P.22

P.22

P.22

P.22

社会への貢献 

 新規に開発する製品のグリーン製品 100%化は完了してい

ます。しかし、非認定の旧製品も一部の国・地域で販売が継

続しており、転換が予定よりも遅れています。このため、グ

リーン製品の売上高は、2014 年度計画の 78.6%にとどまり

ました。また、より厳しい基準で審査するスーパーグリーン

製品については、開発機種の 30%以上とする認定目標を継続

して達成しています。 

 新技術では、エアコンで R-32 冷媒への転換技術を確立した

ほか、業務用デジタル無線機（消防・防災）で高密度実装な

どにより小型化を実現しました。 

自らの事業活動の改革 

温室効果ガス、廃棄物 

 温室効果ガス（エネルギーCO2）の削減や廃棄物の削減につ

いては、富士通ゼネラルグループ全体、および国や業態別の 

各カテゴリーで、削減目標を達成しています。 

 一方、国内物流の CO2 排出量の削減では、排出総量は減少

しましたが、販売台数による原単位管理では、2014 年度の

目標（2012 年度比 98%）に対し、1.6%のマイナスとなりま

した。 

重点化学物質(注 1) 

 生産工程で使用する有機溶剤について代替化の検討を行

っていますが、最適な物質の選定に時間がかかっており、作

業の遅れが発生しています。引き続き代替物質の検討を進め

てまいります。 

グリーン調達 

 お取引先の EMS(注 2)、および CMS(注 3)構築の支援は、作業

が予定より遅れています。これは、海外の生産グループ会社

におけるお取引先の管理システムに改善すべき部分があっ

たことによるものです。現在、システムの見直しを行ってい

ます。 

第 7 期 富士通ゼネラルグループ 
環境行動計画 (2013 年度～2015 年度)
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自らの事業活動の改革 
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目 標 項 目（2015 年度末までの目標） 2013 年度実績 2014 年度実績 進捗 関連 

国内拠点、海外拠点、

国内の製品物流にお

ける温室効果ガス排

出量の削減 

環境に配慮したもの

づくりを推進し、廃

棄物、重点化学物質

の排出抑制 

国内・海外全拠点に

おける環境マネジメ

ントシステム(EMS)

のレベルアップと運

用効率改善 

生物多様性保全の具

体的取り組み 

2015 年度末までに、

全社の環境推進体制

の改善、効率向上を

図る 

重点化学物質の削減 

廃棄物排出量の削減 

グローバルで 2015 年度

末までに、2012 年度比売

上高原単位で 80%以下に

する 

［ 海外 ］ 2015 年度末

までに、2012 年度比生産

高原単位で 90%以下にす

る 

［ 国内 ］ 2015 年度末

までに、2012 年度比各地

域の原単位で 76%以下に

する 

生産時に使用する重点化

学物質の排出量を削減す

る 

グローバルで 2015 年度

末までに、2012 年度比売

上高原単位で 95%以下に

する 

［ 国内 ］ 2015 年度末

までに、2012 年度比各地

域の原単位で 95%以下に

する 

［ 海外 ］ 2015 年度末

までに、2012 年度比エネ

ルギー原単位で 92%以下

にする

国内物流における

CO2排出量の削減 

2015 年度末までに、

2012 年度比販売台数原

単位で 97%以下にする 

負のコスト（業務上発生

するムダ）を CO2換算し

指標化 

海外全部材調達先での EMS を構築、レベルアッ

プを図る…EMS 構築お取引先 80%以上 

調達先の化学物質管理体制(CMS)の強化を図る

…化学物質管理体制構築お取引先 80%以上 

ビオトープを通じた生物多様性保全の活動に取

り組む 

事業所および調達先に対し、生物多様性保全の取

り組みを推進する 

エネルギー消費 CO2

排出量の削減

84.8% 

91.0% 

94.6% 

108.1% 

61.8% 

75.5% 

70.5% 

対象物質を特定 

評価対象範囲決定 

データ構築 

CO2換算の試算実施 

84% 

81% 

モニタリング実施

保全策継続実施

施策内容の設定 施策内容の継続実施 

モニタリング継続実施

保全策継続実施

換算式設定 

運用ルール設定 

73.6% 

92.1% 

92.6% 

99.6% 

58.2% 

74.7% 

79.6% 

2012 年度比 

20.2% 

72% 

74.9% 

P.16

P.27

P.28

P.16

P.27

P.28

P.16

P.27

P.28

P.17

P.28

P.18

P.29

P.18

P.29

P.18

P.29

P.18

P.30

P.15

P.22

P.25

P.19

P.19

進捗：2014 年度末までの計画に対する進捗状況 

… 計画どおり進捗している   … 計画に対して遅れが発生している 

(注 1) 重点化学物質 : 富士通ゼネラルグループが、有害性と使用量を評価した結果、削減に取り組む化学物質として特定した「キシレン」「トルエン」「酢酸 2-エトキシエチル」の 3 物質。 

(注 2) EMS : 環境マネジメントシステム（Environmental Management System）の略。 

(注 3) CMS : 化学物質管理システム（Chemical Management System）の略。 

(注 4) グリーン製品 / スーパーグリーン製品：富士通ゼネラルが環境に配慮した製品として独自に認定した製品。 → P.22 

(注 5) 事業環境の変化により、項目の区分を見直しています。 
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環境性能を向上した最良の製品づくり 

 

 

 

            近年、先進国のみならず 

世界各国・地域において環 

境規制の強化や節電意識の 

高まりが進展・浸透しつつ 

ある中で、家庭用・業務用 

とも更なる性能・機能の向 

上が求められております。 

 また、昨今の異常気象がもたらす猛暑・厳冬によ

って、「室内空間の快適性」とともに熱中症やヒート

ショック現象の予防など、健康・衛生面でもエアコ

ンが必要とされてきています。 

 私たち空調機部門は、省エネ性能の追求や地球温

暖化係数の低い新冷媒の採用など、優れたテクノロ

ジーの開発を通じて、環境に配慮した空調機関連製 

  取締役 経営執行役専務 空調機商品開発本部長 

                  川島 秀司 

空調機事業・ホーム機器事業 
Air Conditioners / Household Appliances 

品を世界のお客様にご提供することで、室内空間の

快適性を向上させ、人びとの暮らしを豊かにしつつ、

地球環境への負荷を限りなく少なくすることを目指

しております。 

 一方で、新興国などの経済発展に伴い、大気汚染

の拡大が懸念されておりますが、ＰＭ2.5 対応の空

気清浄機や同空気清浄機能を搭載したルームエアコ

ンなど、汚染物質からお客様の健康を守る技術の開

発にも力を入れております。 

 富士通ゼネラルは、空調機・ホーム機器製品にお

いて、今後も将来を見据えた技術の追求により、限

りなく「環境性能を向上した最良の製品づくり」に

取り組んでまいります。 
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追加型ビル用マルチエアコン「AIRSTAGE®」 

～VⅢシリーズ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 独自の技術により高い省エネルギー性能と高効率運転を

実現しました。特に 8 馬力機種では省エネルギー効率で欧州

における業界トップクラスの COP4.84（暖房時）を達成しま

した。 

 

「コーナーラウンド型高密度マルチパス熱交換器」

と「上下個別冷媒制御」で高効率化を実現 

 熱交換効率の良い「コーナーラウンド型高密度マルチパス

熱交換器」（Φ7mm の細径銅管、コーナーラウンド形状）に

加え、熱交換器を上下に分割し、流れる冷媒の量を、熱交換

器に吸い込まれる風量に合わせて適切に制御する独自の運

転機能を搭載しました。これにより、熱交換器の性能を最大

限に引き出し、運転の高効率化を実現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大容量（16 馬力）DC ツインロータリー圧縮機 

 回転ロスの少ない正弦波駆動方式の DC インバーター制御

と新開発の 16 馬力 DC ツインロータリー圧縮機により、圧

縮機を1台に集約でき、冷媒回路の高効率化を実現しました。

また、従来の 2 台の圧縮機を連結した場合の能力ロスも低減

しました。 

分散運転制御 

 室内機からの要求能力に応じて、各室外機の熱交換器をフ

ルに活用した「分散運転制御」を行うことで、熱交換効率が

大幅に向上しました。 

 またこれにより、圧縮機にも最大負荷をかけずに、最も効

率の良い安定した運転を持続できます。また、一つの室外機

に運転が集中しないので機器の信頼性も向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

きめ細かい管理を実現するコントローラー 

 あらかじめ設定できる室内温度の範囲を制限して、冷やし

すぎや温めすぎを防止する機能を搭載しました。また、ムダ

な運転を防止する「消し忘れ防止タイマー」は、タイマーが

動作する時刻を自由に設定できます。一例として「就業時間

は継続運転、残業

時間は運転開始か

ら一定時間で自動

的に運転 OFF」な

ど、きめの細かい

管理ができ、運転

の効率化に寄与し

ます。 

 

中国向けエネルギーラベル 1 級取得 

 中国における空調機器に対するラベリング制度は、最高ラ

ンクを 1 級とし、5 級までランク付けがされています。V-Ⅲ

シリーズは、そのなかでもエネルギーラベル 1 級を達成しま

した。 

室外機 8/10 馬力（左） 12/14/16/18 馬力（右） 

 8 



 

 

TOP MESSAGE　　環境行動計画 製品・サービスの取り組み 事業活動の取り組み

FUJITSU GENERAL GROUP ENVIRONMENTAL REPORT 2015 

ルームエアコン「nocria®」（ノクリア） 

～ X シリーズ ～（2015 年モデル） 

 「ノクリア」X シリーズは、室内機の左右に設けたサイド

ファン「デュアルブラスター
®

」により“冷暖気流”と“室

温気流”という「温度と速さ」の違う 2 種類の気流をお部屋

のすみずみに効果的に行きわたらせます。そのため、冷房は

体を包み込むような、また暖房は床をはうような気流となり、

快適さを向上させ、電気のムダ使いを抑えます。 

 2014 年度には、さらなる省エネルギー性と快適性の向上

を目指して、大幅な改良を行いました。 

 

省エネルギー性能の向上 

 新構造の室内機と圧縮機の高効率化などにより、7.1kW ク

ラスでは、期間消費電力量 2,276kWh を達成し、高出力暖房

（低温時定格暖房能力 9.2kW）との両立を実現しました。 

 またこれにより、「グリーン購入法(注 1)」に基づく環境物品

等の調達の推

進に関する基

本方針への適

合率は、100%

となりました。 

 

 

ファンの改良による気流の進化 

 サイドファン「デュアルブラスター」のフラップを改良し、

左右への気流の角度を広げたほか、ユニットの上下方向の可

動範囲を従来より 10°拡張し、より多彩なハイブリッド気

流で快適さを向上させるよう改良しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フィルター自動おそうじユニット」搭載 

 フィルターの自動おそうじ機能を搭載したエアコンは、富

士通ゼネラルが 2003 年に世界で初めて製品化しました。 

 「ノクリア」X シリーズも、その伝統を受け継ぐべく改良

を行い、新たに「フィルターの自動おそうじユニット」を搭

載しています。 

 これにより、清掃の

手間を省くとともに、

運転効率の低下を防

ぎます。 

 

空気清浄ユニット「プラズマクリーン」搭載 

 電気集じん方式のプラズマ空気清浄ユニット「プラズマク

リーン」を新開発しました。 

 「プラズマクリーン」は、花粉やチリやホコリなどととも

に、微小粒子物質（PM2.5）(注 2)などをプラズマイオンで帯

電させマイナスの電極板で吸着することで、室内の空気を清

浄に保ちます。1 台で「エアコン＋空気清浄機」の機能を持

つため、部屋の快適維持に高いエネルギー効率を発揮します。 

 また、「プラズマクリーン」は不織布フィルターなどがな

くフィルター交換が不要(注 3)なので、集じん力の低下を防ぐ

とともに、資源の節約にも貢献します。 

 

 

 

 

 

耐塩害仕様室外機の採用 

 機械の故障によるムダな買い替えを防ぎ、長寿命化により

資源を節約するために、室外機のネジ、ナット、外装パネル

を、一般社団法人日本冷凍空調工業会の定める標準規格

9002 の「耐塩害」に準拠させた耐塩害仕様(注 4)にすることで、

耐久性を向上させています。 

 

  

(注 1) グリーン購入法 : 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律。 

(注 2) PM2.5 : 2.5μm 以下の微小粒子状物質の総称。PM は（Particulate matter）の略。 

(注 3) フィルター交換が不要：年 1 回程度の水洗いが必要です。 

(注 4) 耐塩害仕様：潮風はかからないが、その雰囲気のある場所へ設置するレベル。 
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加湿空気清浄機 

 

 

 

 

 

 

 集じんユニットと自動再生脱臭ユニットを備えた富士通

ゼネラル独自の「PUREVER ENGIN
®

」（ピュアエバーエンジ

ン）を開発し、これを搭載した加湿空気清浄機を、中国と日

本で発売しました。 

 

 

 

 

 

 

 

電気集じん方式 

 微粒子を強制的にプラスに帯電させ、捕集部の電極板で強

力に吸着します。電極板の隙間が広いので、目づまりによる

運転効率の低下が抑えられます。また、フィルター交換が不

要で、省資源にもつながります。 

 

 

 

 

 

独自の「4×3 気流」（フォーバイスリー気流） 

 前面4方向吸引で居住空間の空気を足元まで効率的に吸い

込み、3 方向放出で部屋全体を包み込むように循環させます。

広いリビングルーム

の空気の汚れやニオ

イを静かに素早く集

じん・脱臭でき、省

エネルギーに寄与し

ます。 

電気カーペット 

 

暖房面積切り換え機能 

 さまざまな生活シーンに合わせて暖

房面積を選択でき、人がいる場所だけを効率的に暖められる

ので、ムダな電力の消費が抑えられます。 

 

 

 

 

 

低電力運転機能 

 余熱の温かさを利用して1/3 面ずつ交替で暖房面積を切り

換えて運転することで、少ない電力で快適さが長続きします。 

 

センサーによる室温の自動調節機能 

 他の暖房機と併用した場合の室温上昇をセンサーが感知

し、室温が約 20℃以上になると、本体の表面温度を設定温

度よりも低めに自動調節す

る「ひかえめモード」機能に

より、暖めすぎを防止し、省

エネルギーに寄与します。  

 

高断熱構造 

 床面への放熱を抑制す

る高断熱フェルト層によ

り、節電をサポートしま

す 。 

 

自動的に電源を切る「切タイマー」機能 

 運転開始後に一定時間が経過すると自動的に電源を切る

「切タイマー」機能を搭載し、切り忘れを防止するとともに

人のいない間のムダな電気の消費を抑制します。 

3 色のカラーバリエーションを持つ中国モデル「ACSQ360D」 

「ピュアエバーエンジン」の内部構造イメージ 

イオン放出部  捕集部 

10 



 

 

TOP MESSAGE　　環境行動計画 製品・サービスの取り組み 事業活動の取り組み

FUJITSU GENERAL GROUP ENVIRONMENTAL REPORT 2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全で安心できる社会づくりに尽力 

 

 

 

            情報通信システム部門 

は、消防・防災などの公共 

システムや、医療機関、外 

食産業、農業分野などのシ 

ステムソリューションで、 

社会に貢献しています。 

 消防・防災分野で、近年、

気候変動がもたらす極端気象の増加、また南海トラ

フを震源とする巨大地震などが懸念されており、水

害、土砂災害、震災などへの迅速な対応や防災への

取り組みが重要度を増しています。私たちは、消防・

防災のシステム提案により、市民の安心・安全を支

える社会基盤の強化をめざしていきます。 

 また、少子高齢化が進行する社会において、医療 

 取締役 経営執行役常務 システムサポート統括部長 
渡部 信之 

                 海老澤 久寿 

現場における負担の増加は無視できないものになっ

ています。私たちは、患者様はもとより、医療スタ

ッフ様にもやさしい医療環境づくりを、医療向け外

来情報ソリューション 「Hospision®」（ホスピジョ

ン）などのご提案により推進しています。 

 さらに、その他のソリューションビジネスにおい

ても、映像伝達など情報伝送機能を高度化させると

ともに最新のクラウド技術などを使い、それぞれの

お客様のニーズに沿ったソリューションをご提供し

たいと考えています。 
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市町村防災行政無線システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来患者案内システム「NAVIT
®
」 

 

＜納入事例＞ 石巻市様 

 旧・石巻市と隣接する６町が合併し 2005 年に誕生し

た石巻市様は、“災害に強く安心して暮らせるまちの実

現”に向けた東日本大震災からの復興事業の一環として

市内全域を対象とした防災行政無線整備事業を進めてお

り、そのシステム構築に富士通ゼネラルの最新式デジタ

ル防災行政無線システムが採用されました。 

 2014 年 4 月には市内６か所の総合支所との無線回線

によるネットワーク化が完了しました。これにより、旧

市町ごとの運用が統合され、緊急時における市内全域へ

の避難指示・勧告、市役所と各総合支所間での情報収集

など、今まで以上に災害支援活動での迅速、適格な対応

が行えるようになりました。石巻市様では今後も難聴地

域を解消するため、屋外子局の増設などを計画していま

す。 

＜納入事例＞ 愛知医科大学病院様 

 愛知医科大学病院様（許可 

病床数 900 床）は、創立 

40 周年の記念事業として 

“PlusUltra（プルスウルト 

ラ）創造する未来へ”をスローガンに新病院を建設し、

2014 年 5 月から診療をスタートしました。 

「NAVIT」は患者様が病院内で利用する軽量コンパク

トな携帯端末で、無線通信により富士通株式会社が提供

する電子カルテシステムと連携しており、当日の診察・

検査予定表、受診待ちの状況や会計完了通知などがリア

ルタイムで通知・表示されます。 

このシステムの導入により、患者様は手元で待ち時間

などが把握できるので、不安感や疲労感が軽減されると

ともに時間を有効にお使いいただけるようになりまし

た。また、待ち時間の問い合わせが少なくなるなど、病

院業務の効率化にも役立っています。 
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システムのイメージ 

石巻市様のシステム概要図 

NAVIT 端末 

市役所内の防災無線室 市内の屋外子局 
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最高の品質でお客様の期待に応える 

 

 

 

            昨今の自動車産業におい 

ては、ドライバーの運転支 

援機能の充実や将来の自動 

運転化に向けた技術開発が 

盛んに行われており、この 

分野における技術革新のス 

ピードは、今後より一層加

速していくことが予想されます。 

 私たちは、画像処理技術の高度化に加え、検知機

能などドライバーの運転を支援する機能を付加した

車載カメラの開発に取り組み、カメラ本体での物体

認識処理を実現した「リア・クロス・トラフィック・

アラート（RCTA）システム」を世界で初めて開発し

ました。 

  取締役 経営執行役常務 電子デバイス事業部長 

                   海老澤 久寿 

 また、電子部品やユニットの製造においては、小

型・高集積化技術や、高出力・高効率化技術といっ

たコア技術を活かして、燃料電池やデジタルタコグ

ラフなどの環境および車載関連分野でのビジネスを

積極的に展開しています。 

 これからも、小型化や高放熱設計などの環境負荷

低減に有効な技術を磨きあげ、競争力を一段高めた

最高品質の商品を通じて、お客様のご期待に応えて

まいります。 
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Electronic Devices 

電子デバイス事業 
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リア・クロス・トラフィック・アラート（RCTA）

システム 

 自車両に接近するほかの車両や歩行者など、車両の周辺の

危険要因となる物体を検知する駐車支援バックカメラシス

テムを開発しました。このシステムは、物体検知の機能を特

定用途向け集積回路に搭載したうえでカメラに内蔵したた

め、カメラ本体での認識処理が世界で

初めて可能となりました。このシステ

ムにより、車両装着性の向上とコスト

の低減を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像処理情報と車両情報の併用化 

 例えばハンドルを切りながら後退するような場合、ほかの

駐車車両など、本来は静止物であるはずの物体が画像処理上

では接近物として感知されてしまいます。このため、車両情

報（車速、ハンドルの舵角など）を活用して解析することで、

静止物の誤検知を低減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子部品 

 産業機器向けを中心に、高出力かつ高効率を実現する各種

モータードライバーやインバーターなどの設計と製造を行

うとともに、それら製品の小型化と高集積化に取り組んでい

ます。また、さまざまなパワー回路のモジュール化も行って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニット設計・生産受託 

 産業機器・医療機器・住宅設備向けなど、さまざまな電気

機器に組み込まれるプリント基板の設計・製造を受託してい

ます。また、筐体設計やケーブル配線設計など、完成品まで

の設計・製造も行っています。 
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圧膜製品 

産業ロボット用電源 燃料電池用インバーター 

＜活用例＞ 

自動改札機の光センサー 

集積回路 

従来のバックカメラ 

画像処理内蔵バックカメラ 
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2014年度実績 
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金属 

プラスチック 

紙 

その他 

合計 

電力 

A 重油 

灯油 

軽油 

ガソリン 

LPG 

都市ガス 

CO2 

上水・工業用水 

フロン 

NOX 

SOX 

合計 

BOD 

COD 

PRTR (トルエン) 

売却量 

有効利用量 

処分量 

CO2 

処理量 

製品への再利用 

原材料 ① 

その他の再利用 

90,959 トン 

10,569 トン 

13,628 トン 

98 トン 

865,598 GJ 

74,113 MWh 

64,862 L 

51,130 L 

2,512 L 

108,283 L 

2,122 トン 

264,671 m3 

435,468 m3 

37,646 トン-CO2 

56,018 トン-CO2 

0.383 トン 

0.084 トン 

338,063 m3 

0.048 トン 

0.042 トン 

1.29 トン 

10,163 トン 

241 トン 

610 トン 

1,634 トン-CO2 

15,535 トン 

105 トン 

13,331 トン 

エネルギー ② 

水 ③ 

大気排気 ④ 

排水 ⑤ 

化学物質 ⑥ 

廃棄物 ⑦ 

大気排出 ⑧ 

製品リサイクル ⑨ 

お取引先 

輸 送 

富士通ゼネラルグループ 

設 計 

調 達 

製 造 

開 発 

輸 送 

お客様 

事業活動の取り組み 
マテリアルバランス 

・本表に、日本以外の非生産グループ会社のデータは含みません。 

・②、④の「CO2」を除き、江蘇富天江電子電器有限公司のデータは含みません。 

・本表の以下の部分は、日本国内のみのデータです。 

  ④のうち「NOX」「SOX」、⑤のうち「BOD」「COD」、⑥、⑧、⑨ 

【注記】 
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事業所などのエネルギーCO2 削減の取り組み 
 
LED 照明導入と灯数削減による消費電力の削減 

FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO., LTD. では、生産工程

の照明本体を水銀灯や蛍光灯から広角タイプの LED に変更

し、照明器具の消費電力と灯数をともに削減し、照明に使用

する電力の 70％にあたる年間約 686MWh を削減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高効率変圧器の導入による消費電力の削減 
 本社では、開発試験設備の

増強により消費電力の増加

が見込まれたことから、変電

設備を見直し高効率変圧器

を導入することで、消費電力

を年間約 11MWh 削減しま

した。 

 

生産工程などの見直しによる使用燃料の削減 
青森事業所では、工程作業の内容を月単位で集約し定期的

に切り換えることで、設備の運用効率を向上させました。そ

の結果、熱源として燃焼させる LPG の消費量を年間で約 3.7

トン削減しました。 

 また、作業工程の集約化を進めた結果、特に冬の夜間操業

における暖房の運用効率が向上し、灯油の使用量を年間約

1.7kL 削減しました。 

 

プリント板実装工程の効率改善による節電 
株式会社富士通ゼネラルエレクトロニクスでは、SMT(注 1)

方式による生産設備において、基板に実装するマウンターと、

実装後に加熱して基板上のはんだを結合させるリフロー炉

の省エネルギー化を行いました。また、実装部品を供給する

カセットを整備し、生産切り替え時の設備停止時間を短縮す

る取り組みを行いました。これにより、消費電力を年間で約

53MWh 削減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ボイラー燃料の転換と燃焼効率の改善 
 富士通将軍（上海）有限公司では、軽油を燃料とするボイ

ラーを使用していましたが、ボイラー設備を更新するにあた

り、環境負荷がより低い LPG を燃料とするボイラーに切り替

えることでエネルギー効率の改善をはかった結果、年間で約

7,500GJ（熱量換算）の消費エネルギーを削減しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

FUJITSU GENERAL (THAILAND) の構内照明の LED 化 

本社に導入された高効率変圧器

富士通将軍 (上海) に導入された LPG ボイラー 

軽油使用の旧式 

マウンター        リフロー炉 

富士通ゼネラルエレクトロニクスで更新された生産設備 

(注 1) SMT : 表面実装技術（Surface Mount Technology）。あらかじめはんだを印刷した
基板面に電子部品を実装し、その後リフロー炉ではんだを溶かして電子部品と接着さ
せる方法。 
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改修前 
改修後 

蛍光灯も灯数削減 LED 灯に更新 

温室効果ガス (GHG) 排出 

LPG 使用の新式 
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冷媒フロンの取り扱いに関する取り組み 
 

フロン取り扱い作業者の技能向上 

 富士通ゼネラルグループでは、冷媒フロンの充てん・回収

作業に従事する社員や製

品を取り扱っている代理

店様などに対して定期的

に技術研修を行い、フロン

漏えいのリスク認識と確

実な作業のための技量維

持・向上につとめています。 

 

 
 
エアコン生産工程でのフロン漏えい防止対策 

 現在、富士通ゼネラルのエアコンは、富士通将軍 (上海) 有

限公司、富士通将軍中央空調 (無錫) 有限公司、FUJITSU 

GENERAL (THAILAND) CO., LTD.の 3 つのグループ会社で生

産しており、これら 3 社は生産工程で冷媒用フロンガスを取

り扱っています。 

 このため各社では、冷媒用フロンガスの購入量と製品充て

ん量の差を把握することで漏えいの低減に努めています。特

に、充てんノズル内にわずか

に残留したフロンガスを回収

できる充てん機を導入したほ

か、技術スタッフによるフロ

ンガス関連の生産設備の日常

点検などの取り組みを行って

います。 

 

 

リサイクルプラントでのフロン漏えい防止対策 

 家電リサイクルを行う株式会社富士エコサイクルでは、使

用済み製品内の冷媒用フロンガスを回収したボンベを専用

の台ばかりの上で一時的に保管・管理しており、回収後のボ

ンベにわずかな重量変化が起こっても自動通報機能により

スタッフが対応できる体制を構築しています。 

物流による温室効果ガス排出の抑制 
 

日本における共同配送の取り組み 

 日本国内の商品物流では、他社との共同配送による輸送効

率改善や、販売計画の精度を高めて倉庫間の製品移動を削減

するなどの改善に努めています。 

共同配送については、2013 年度までに九州地区で切り替

えを完了しており、2014 年度は中国地区まで対象地域を拡

大しました。また、共同配送の実施にあたり、広島県に拠点

となる流通倉庫を新たに設け、配送ルートの 適化も併せて

実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

見直し 

本社のサービス社員向け 
フロン取扱い研修 

富士通将軍 (上海) の 
冷媒回収装置 
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廃棄物削減の取り組み 
 

廃液を油と水に分離し削減 
 FGA (THAILAND) CO., LTD.では、設備で使用する冷却水の

廃液削減に取り組んでいます。この冷却水には油分が含まれ

るため従来は廃棄処分されていましたが、2014 年度に、工

程内に油水分離装置を導入して冷却水の廃液から油分だけ

分離回収・廃棄することが可能となりました。このため、廃

棄物（廃液）の

量を年間約 1.5

トン削減でき

ました。 

 現在は、回収

した油の有効

利用に向け検

討を行ってい

ます。 
 

廃棄物の徹底した分別 
 各国・地域のグループ会社で廃

棄物の徹底した分別を実践してお

り、水銀による環境汚染が懸念さ

れる使用済み蛍光管なども適切に

廃棄しています。 

 

 

 

納品時の梱包材などの再利用 
 富士通将軍中央空調（無錫）有限公司では、生産資材の納

品時に発生する包装材（紙）や木製パレットを納入業者と協

力して再利用する取り組みを行っており、年間の再利用量は

約 5 トンになっています。 

 また青森事業所では、年間 4.7 トンになる部品納入時の木

製パレットを暖房用の燃料として譲渡することで有効活用

しています。 

 

化学物質対策の取り組み 
 現在、エアコンなどに使用するモーターは、青森事業所と、

グループ会社の江蘇富天江電子電器有限公司、および FGA 

(THAILAND) CO., LTD.で生産しています。モーターの生産工

程ではキシレンやトルエンなどの有機溶剤を使用しており、

これら有機溶剤の含有率が低い薬品への代替化に取り組ん

でいます。 

 また、汚染防止や労働衛生のために、使用する化学物質の

管理には特に配慮しています。たとえば、富士通将軍 (上海) 

有限公司では、使用する化学物質のすべての SDS(注 1)を壁面

に掲示することで社員の誰もが使用する化学物質の特性な

どを容易に確認できるよう工夫しており、化学物質の安全性

や危険性に関する意識の向上をはかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FGA (THAILAND) の油水分離装置

富士通将軍 (上海) の 
廃蛍光灯などの置き場

(注 1) SDS : 安全データシート（Safety Data Sheet）の略。日本では MSDS と称されていた。 

富士通将軍 (上海) の SDS 掲示[上] 
とチェックリスト[右]の運用 
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廃棄物・化学物質 
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水資源 
 本社の研究所棟は建設から 28 年が経過し、洗面所の水洗

設備が古くなったため、センサー感知式に一斉更新しました。

これにより研究所棟の洗面所の水使用量は約 51%の削減と

なり、年間 100m3（推計値）を節水できました。これは、大

型タンクローリー車 5 台分に相当します。 

 また、多くの作業員が働く生産グループ会社などでは、作

業員の節水意識を常に保つよう、教育やポスター掲示などで

節水を呼び掛けています。 

 

 

 

 

 

 

騒音・振動 

 生産およびリサイクルのグループ会社の騒音・振動レベル

は、いずれも規制値を大幅に下回っています。また、2014

年度に、騒音・振動の増加要因となる設備機器の導入はあり

ませんでした。 

 

地下水浄化 

 青森事業所では、1999 年（当時は株式会社青森富士通ゼ

ネラル）に実施した土壌・地下水検査において地下水から法

定基準を超える有機溶剤を検出したため、地下水の浄化設備

を設置し浄化と経過測定を行

っています。 

 2014 年度は、4 か所の観測

用井戸のうち 3 か所は測定下

限値未満でしたが、1 か所でト

リクロロエチレンとテトラク

ロロエチレンが検出されまし

た。なお、処理後はいずれも測

定下限値未満となっています。 

 
 

 

生物多様性 

 富士通ゼネラルグループでは、事業所が周囲の生態系に及

ぼす影響に配慮して、建屋を更新する際には緑地面積の拡大

や貯水設備の整備などを行っています。 

 

青森事業所 
 青森事業所は、周囲に雑木林が点在するなど、生態系の豊

かなエリアと接して

います。このため、事

業所周辺の町道部分

の緑地を整備するこ

とで、生活の利便性を

確保しつつ生態系が

維持されるよう配慮

しています。 

 

FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO,. LTD. 
 工業団地内の樹木は街路樹と構内緑地などに限られてい

るため、生物の生息環

境を広げるとともに

社員の憩いの場とし

ても活用できるよう

に、構内緑地に植樹を

行っています。 

 

本社 
 都市化が進んだ本社周辺では、緑地の重要性が再認識され

ています。本社では、1986 年に倉庫の跡地（現・研究所棟）

に、また 2007 年に冷蔵庫工場の跡地（現・空調技術棟）に

緑地を整備しています。冷蔵庫工場跡の緑地は整備後 7 年が

経過し、木々が豊かに

成長しています。これ

らの緑地は、地域の生

物の移動経路である緑

の回廊（コリドー）の

形成に寄与しています。 

  

地下水浄化装置（青森事業所）

青森事業所周辺の緑地整備

FUJITSU GENERAL (THAILAND) の植樹

本社の緑地（冷蔵庫工場跡地）

トリクロロエチレン 

検出化学物質 

テトラクロロエチレン 

測定値 基準値（注 1） 

0.006 
0.021 

0.03 以下

0.01 以下

(単位 : mg/L)

(注 1) 地下水の水質汚濁に係わる環境基準（平成 9 年環告第 10 号） 
   （改定：平成 26 年環告第 127 号） 
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本社の改修した水栓 富士通将軍 (上海) の節水ポスター

水・公害対策・生物多様性 
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家電リサイクル（日本国内） 
 富士通ゼネラルは、他の家電メーカーと共同で日本国内に

約 360 か所の指定引取場所を設置し、使用済みの自社製品

（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）

を引き取っています。これらの使用済み製品は、全国 18 か

所のリサイクルプラントに委託して、再資源化やフロンの回

収を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容器包装リサイクル（日本国内） 
 日本国内で販売される製品のうち、段ボールを除く容器包

装は、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会を通じてリ

サイクルしています。2014 年度のプラスチック容器包装の

推計回収量は、16,716 ㎏となっています。富士通ゼネラル

では、今後も製品の容器包装の節減に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本以外の製品リサイクル 
 世界各地の国と地域で、製品リサイクルの法整備と枠組み

づくりが進められています。富士通ゼネラルは、輸出先国・

地域それぞれのリサイクル制度に適合した取り組みを行っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道エコリサイクルシステムズ（株）
（株）エコリサイクル 
東日本リサイクルシステムズ（株） 
（株）関東エコリサイクル 
（株）富士エコサイクル 
グリーンサイクル（株） 
（株）アール・ビー・エヌ 
西日本家電リサイクル（株） 

 東京エコリサイクル（株） 
（株）ハイパーサイクルシステムズ

同社 千葉工場 
（株）フューチャー・エコロジー 
 ＪＦＥアーバンリサイクル（株）
 関西リサイクルシステムズ（株）
  同社 第二工場 アクトビーリサイクリング（株） 

 
 
 
 
 
    （株）拓琉リサイクル研究センター 
   （株）拓琉金属 

処理委託プラント 

再商品化処理台数 

再商品化率 

2010 2011 2012 2013 2014 （年度）

100% 

70% 
エアコン ブラウン管式テレビ 

液晶式・プラスマ式テレビ 冷蔵庫・冷凍庫 
洗濯機・衣類乾燥機 

95% 
94% 

89% 

77% 

81% 

プラスチック系容器包装の回収推計 

2010

発泡スチロール（PS） 
その他のプラスチック 

※自主算定による排出率により推計しています。 

4,158 4,085 4,347 
5,005 

8,703
9,290

9,919 
9,315 

11,711

4,404 

2011 2012 2013 2014

10,000

5,000

（年度）

（kg）

EU の「ＷEEE 指令」に基づくマークの表示（EU 域内向け製品）

2010 2011 2012 2013 2014 （年度）

400 

300 

200 

100 

381 

313 310
346 

310 

（千台） 
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リサイクル（製品・容器包装） 

：グループ会社プラント 
：当社出資プラント 
：その他委託プラント 
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環境経営の枠組み 

 富士通ゼネラルグループは、ISO14001 に基づく環境マネジメントシステムを環境経営の基盤としています。グループ内では、

日本国内および海外販売グループ会社が、第三者認証の統合認証を取得しています。一方、海外の生産グループ会社は、各社（工

場）単位を基本として第三者認証を取得しています。さらに、富士通ゼネラルグループの環境推進委員会を設置することにより、

それら個別の環境マネジメントシステムを統合しています。 

環境活動の沿革 

■ 1978 年 公害防止委員会設置 

■ 1986 年 本社の倉庫跡に緑地庭園を整備 

■ 1991 年 環境保護推進委員会（現・環境推進委員会）設置 

■ 1993 年 「富士通ゼネラル環境憲章」を制定 

       環境行動計画を策定し運用を開始 

■ 1995 年 製品環境アセスメントの運用を開始 

■ 1998 年 ISO14001 の第三者認証取得を開始 

       家電リサイクルへの対応を開始 

■ 1999 年 「環境報告書」を発行 

■ 2000 年 環境統括部を発足 

       家電リサイクルプラントの運営会社を合弁により設立 

       「環境会計」の運用を開始 

■ 2003 年 「富士通ゼネラルグループ環境方針」を制定 

■ 2012 年 「富士通ゼネラルグループ生物多様性行動指針」を制定 

       浜松事業所に緑地庭園（ビオトープ）を整備 

■ 2013 年 グループ全事業領域で ISO14001 の第三者認証を取得 
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環境マネジメント 
ガバナンス体制 

名 称：株式会社富士通ゼネラル 
機 関：株式会社日本環境認証機構 
番 号：EC99J1163 
認証日：1999 年 12 月 28 日 

名 称：富士通将軍 (上海) 有限公司 
機 関：法国国際質量認証有限公司 
番 号：104692 
認証日：1998 年 12 月 28 日 

名 称：富士通将軍中央空調 (無錫) 有限公司 
機 関：広州威凱認証検測有限公司 
番 号：15912E10022R3M 
認証日：2012 年 10 月 29 日 

名 称：江蘇富天江電子電器有限公司 
機 関：中国質量認証中心 
番 号：0105E20299R0M/3200 
認証日：2006 年 8 月 1 日 

名 称：FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO., LTD. 
機 関：TÜV Rheinland Cert GmbH 
番 号：09 104 9245 
認証日：1999 年 10 月 25 日 

名 称：FGA (THAILAND) CO., LTD. 
機 関：TÜV Rheinland Cert GmbH 
番 号：01 10401 1011 
認証日：2002 年 4 月 15 日 

株式会社富士通ゼネラルエレクトロニクス 

株式会社富士通ゼネラル情報システム 

株式会社富士通ゼネラル空調技術研究所 

その他、非生産グループ会社 

富士通将軍（上海）有限公司 

富士通将軍中央空調（無錫）有限公司 

江蘇富天江電子電器有限公司 

FUJITSU GENERAL（THAILAND）CO., LTD. 
 
FUJITSU GENERAL ENGINEERING

（THAILAND）CO., LTD. 

 

FGA（THAILAND）CO., LTD. 

環境推進委員会 

社  長 

執 行 会 議 

内部環境監査チーム 

環 境 統 括 部 長 

富士通ゼネラル 各部門 グループ会社 

本 社 部 門 

営 業 部 門 

空調機・ホーム機器事業部門 

情報通信システム事業部門 

電子デバイス事業部門 

その他各部門 

※個別の環境マネジメント 

システム単位ごとに編成 

ISO14001 第三者認証 

（委員長：環境担当役員） 

（ 環 境 統 括 部 ） 

（グループ環境管理者） 
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製品環境アセスメントの基準と評価 

 アセスメントの総合評点が基準点（80 点）以上、かつ全

ての評価項目で最低評価がない製品を｢グリーン製品｣とし

ています。また、その中でトップレベルの環境性能を有する

製品を「スーパーグリーン製品」として認定しています。 

 

 

 

 

 

 

製品ライフサイクルアセスメント（LCA） 

 製品ライフサイクルでの環境負荷を富士通ゼネラル独自

の自動算出システムにより設計時に評価することで、各ステ

ージの環境負荷低減に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーン調達 

 

部材の製造・ソフトの製作過程の環境管理 

 富士通グループ全体で、お取引先における環境マネジメン

トシステムの構築をお願いしています。お取引先の環境マネ

ジメントシステムは構築レベルで区分しており、そのうちレ

ベル 1 のお取引先に対して環境マネジメントシステムの構

築・運用を支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

部材含有化学物質の管理 

 富士通ゼネラルグループでは、JAMP(注 2)が提供している

AIS(注 3) / MSDSPlus(注 4)による含有化学物質の調査をお取引

先に行うとともに、JAMP の「製品含有化学物質ガイドライ

ン」に基づく CMS(注 5)の構築をお取引先にお願いしています。 

 お取引先の CMS については、富士通ゼネラルグループの

監査員がお取引先を訪問して構築および運用状況を確認し、

必要に応じてレベルアップを支援しています。 

環境負荷の増減 CO2排出量換算

部材調達

製造工程

輸 送

ご使用中

ご使用前 合計

廃棄品回収

処分・リサイクル

ご使用後 合計

38.1kg

－2.3kg

－0.2kg

35.6kg

－2,808.0kg

増 加

減 少

減 少

増 加

減 少

増 加

増 加

増 加

0.1kg

1.1kg

1.2kg

各ステージ

ライフサイクル全体 －2,771.2kg

製品についてのさまざまな環境アセスメント制度 

 製品の環境に及ぼす影響並びにリスクは、富士通ゼネラルグループのさまざまな業務プロセスに関係するため、バリューチェ

ーン全体を網羅するアセスメントを行っています。 

製品ライフサイクルにおける環境負荷の算定例 
（エアコン「nocria®」Z シリーズ 冷房能力 7.1kW タイプ） 

AS-Z71D2W（2014 年モデル） AS-Z71V2W（2009 年モデル） 

重量 6.5kg 増 

製品ライフサイクルアセスメント（LCA） 

製品環境アセスメント 

グリーン調達 

部材調達、生産、輸送、使用、回収廃棄等
の製品ライフサイクル各ステージの環境負
荷を算定・評価し、改善活動に利用 

お取引先の環境マネジメント
システム構築・運用、および
化学物質管理の状況を評価 

省エネルギー、省資源などの環境性能につ
いて、従来モデルからの性能向上などを評
価し、基準以上を「グリーン製品」と認定 

（安全・品質・性能・耐久性等の評価） 

設 計 製品審査 製 造 
お客様へ 

ご提供 
合 格 

スーパー 

グリーン製品 

グリーン製品 

■ 環境性能が業界トップレベルの製品 
 
■ 第三者より環境性能で表彰された製品  
 
■ 自社従来品から環境負荷が 15％以上改善さ

れた製品（市場に比較製品がない場合） 

簡易的な環境マネジメントシ
ステムの構築（富士通グループ
独自(注 1)またはお取引先独自
の環境マネジメントシステム） 

自主的な環境活動および環境
活動責任者の設定 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
推
進 

ISO14001、エコステージ、
エコアクション 21、KES など
の第三者認証取得 

(注 1) 富士通グループ独自：富士通グループ環境マネジメントシステム（FJEMS）。ISO14001 の

要求事項を絞り込み、PDCA に沿った環境保全活動が根付くことを主眼として富士通グルー

プが独自に提供する環境マネジメントシステム。 

(注 2) JAMP : アーティクルマネジメント推進協議会（Joint Article Management Promotion 

-consortium）の略。 

(注 3) AIS : 成形品に含まれる化学物質伝達シート（Article Information Sheet）の略。 

(注 4) MSDSplus : 化学物質・調剤に含まれる化学物質伝達シート（Material Safety Date Sheet 

Plus）の略。 

(注 5) CMS : 化学物質管理システム（Chemical substances Management System）の略。 
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製品の環境アセスメント 
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緊急対応訓練 

 

火災・防災対応 

 富士通ゼネラルグループでは、グループ各社において火災

についての環境汚染リスクを検証し、定期的に訓練を実施し

ています。なかでも、空調機などを生産するグループ会社で

は、プラスチック部材を多く保管するほか、火災の燃焼によ

る有害ガスの発生も懸念されることから、各工場所在地域の

消防機関とも連携し、避難や救護および初期消火について、

経験を重視した実地訓練を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石油類の漏えい対策 

 ボイラー燃料や災害時の発電用などで重油などの石油類

を貯蔵している事業所やグループ会社では、漏えい事故を想

定し、定期的に事故対応訓練を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

化学物質の汚染防止 

 化学物質による汚染を防止するため、漏えい時の拡散を防

止する手順を定期的に確認しています。 

 また、過去に工場建屋で使用していたポリ塩化ビフェニル

使用機器や、回収した製品に使用していたポリ塩化ビフェニ

ル含有部品は、破壊処理が実施されるまでの間、本社の専用

保管庫で適切に保管しています。 

 

 

 

 

 

 

 

大規模災害対応 

 浜松事業所は、近い将来予想される南海トラフ巨大地震の

震源域（想定最大震度７）にあり、見学者などの来客者も多

く、被災時の対応が重要な課題になっています。このため、

事業所内で働くすべての人の参加による、大規模災害の発生

を意識した訓練を行っています。 
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富士通将軍 (上海) 

緊急事態 

浜松事業所の災害時避難および救護訓練 

本社のポリ塩化ビフェニル 

保管倉庫内 

本社のシンナー漏えい 

事故対応訓練 

FGA (THAILAND) 

FGA (THAILAND) 

富士通将軍中央空調 (無錫)  
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環境監査 

 

内部環境監査 

 経営トップによる環境経営リスクの評価管理を目的に、

ISO14001 の第三者認証範囲（グループ統合認証、および 5

つの個別認証）ごとに内部環境監査を構築し実施しています。

また、グループ統合認証範囲に含まれる製造事業所（1 か所）、

製造グループ会社（1 社）、リサイクルグループ会社（1 社）

では、それぞれが個別の内部環境監査体制を構築しており、

事業所・グループ会社ごとの内部環境監査も実施しています。 

 また、質の高い監査を実施するため、監査員教育などを通

じて、内部環境監査員の技量の維持・向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部環境監査 

 ISO14001 審査会社による外部環境監査をグループ全域で

定期的に受け、環境マネジメントシステムの適正化をはかっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

環境教育・啓発 

 

環境教育 

 富士通ゼネラルでは、人材の基礎教育である新入社員研修

や幹部社員養成研修において環境教育を行うほか、各職域に

おいて計画的に環境教育を実施しています。 

 また、短期間雇用の作業工員に対しても高い環境意識が求

められることから、環境教育を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社員に対する環境啓発 

 グループ各社では社員啓発のためにさまざまな行事を行

っています。 

 FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO., LTD. では、毎年「環

境週間」を設定して活

動しており、2014 年

度は、廃材を利用した

「衣装コンテスト」を

実施したほか、環境ク

イズやゲームを通じて

自然環境を守ることへ

の意識高

揚をはか

りました。 

 

富士通将軍 (上海) の内部環境監査員スキルアップ研修 

2014 年度 内部環境監査の結果 

環境法令等の逸脱リスクに関する不適合 

その他の環境リスクに関する不適合 

改善実施の推奨 

 5 

34 
 
71 

区 分 指摘・改善件数 

江蘇富天江電子電器有限公司、および海外販売グループ会社は件数に含みません 

  ） 

環境法令等の逸脱リスクに関する不適合 

その他の環境リスクに関する不適合 

改善実施の推奨 

5 

4 

12 

区 分 指摘・改善件数 

江蘇富天江電子電器有限公司は件数に含みません 

  ） 

2014 年度 外部環境監査の結果 

24 

環境クイズ・ゲーム（環境週間行事） 

廃材を利用した衣装コンテスト（環境週間行事） 

環境監査・環境教育 

本社 

富士通将軍 (上海)  

富士通将軍中央空調 (無錫) 

新入社員教育 
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環境報告・カタログ 

 1999 年より毎年環境報告書を発行しており、経営トップ

のメッセージとあわせて富士通ゼネラルグループの環境活

動についてご報告しています。また、ウェブサイトによる環

境情報の発信も充実をはかっています。環境報告書はウェブ

ページにてどなたでもご覧いただけます。 

 そのほか、カタログにて製品それぞれの環境技術などにつ

いてご説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示会 

 2014 年度は、富士通グループが参加する展示会にグルー

プ会社として共同参加したほか、海外グループ会社が展示会

に参加し、環境技術をご紹介するとともに、製品の提案を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お取引先とのコミュニケーション 

 

グリーン調達ガイドライン・指定化学物質 

 富士通ゼネラルは、富士通グループ各社と連携してグリー

ン調達活動を推進しており、「グリーン調達ガイドライン」

と「指定化学物質」について、富士通グループ共通の冊子を

ウェブサイトに掲載し、お取引先にご案内しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品含有化学物質対応のご説明 

 製品含有化学物質を、サプライチェーン全体で管理するた

め、お取引先に対して富士通ゼネラルグループの化学物質管

理体制についてご案内しています。また、調査の実施とお取

引先における化学物質管理体制の構築についても、ご協力を

お願いしています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

25 

富士通グループ グリーン調達ガイドライン 
（中国語版・英語版・日本語版） 

富士通グループ 指定化学物質 
（中国語版・英語版・日本語版） 

2014 年の製品カタログ 

ウェブサイトの環境ページ 

「エコプロダクツ 2014」（日本） 

環境報告書 

空調機器展示会「ARBS2014」 
（オーストラリア） 

富士通将軍中央空調 (無錫) 

生産グループ会社が開催したお取引先説明会 

富士通将軍 (上海) 

環境コミュニケーション 

空調機器展示会 
「AHR EXPO 2015」 
（アメリカ合衆国） 
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環境に関する社会活動への参加 

 

富士通株式会社のボランティア活動 

 富士通株式会社では、川崎市と共同で、都市近郊に残る貴

重な自然である栗木山王山地区特別緑地保全地区（川崎市麻

生区）の森林荒廃を防ぐボ

ランティア活動を行って

おり、富士通ゼネラル社員

も活動に参加しています。

2014 年度は、竹林の伐採

整備に協力しました。 

 

地域の除草・清掃活動 

 青森事業所では、事業所と

JR・七戸十和田駅とがともに接

する七戸町道において、植栽部

分の除草などの整備活動に協

力しています。また、株式会社

富士通ゼネラルエレクトロニ

クスでは、JR・一ノ関駅周辺の

清掃活動を行っています。 

 

エコキャップ運動 

 青森事業所では、ペットボトルキャップの資源化を通じて

発展途上国の子供たちに対するワクチン接種を支援する「エ

コキャップ運動」に参加しています。2014 年度は、2,244

個のキャップを回収し、地域サークルボランティアのエコち

ゃん倶楽部様を通じてその売却益を認定 NPO 法人世界の子

どもにワクチンを日本委員会様に寄付しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰 

 環境を含む製品性能や事業活動に対して表彰されました。 

 

米国・空調専門誌による表彰 

 北米向け小型フロアタイプ・インバーターエアコン「RLFF」

シリーズの寒冷地仕様モデルが、米国・空調専門誌「the 

NEWS 」 主 催 の 『 Dealer Design Awards 』 に お い て

「High-Efficiency Residential

（住居用省エネ製品）部門」の

金賞（Gold Award）を受賞しま

した。ダクトを使わずに冷媒管

を配管・施工する空調システム

が寒冷地のニーズにマッチし、

高い省エネルギー性能、デザイ

ン性、およびメンテナンス性が

評価され、今回の受賞となりま

した。 

 

生産工場に対する表彰 

 富士通将軍（上海）有限公司は、上海市嘉定区人民政府な

どより、先進技術で地域に貢献のあった企業に贈られる「嘉

定区先進製造業金賞」を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市の「低 CO2川崎ブランド '14」に認定 

 川崎市内で設計または製造され、エネルギーCO2 削減に貢

献する製品・サービスに対して川崎市が独自に認定する「低

CO2 川崎ブランド」に、ルームエアコン「ノクリア®」X シリ

ーズ、および Z シリーズが認定されました。 

【訂正とお詫び】 

 「環境報告書 2014」において、本社のエコキャップ運動（実

施者：株式会社富士通ゼネラルハートウエア）により、「認定 NPO

法人世界の子どもにワクチンを日本委員会様を通じて、180 人分

のポリオワクチンが発展途上国の子供たちに届けられた」という

ご報告をいたしましたが、実際には仲介事業者様からはご報告と

は異なった内容で寄付が行われていたことが判明しました。つき

ましては、記事を訂正するとともに、事実と異なる内容を掲載し

ましたことをお詫びいたします。 

 今後は寄付が適切に活用されるよう、運用の見直しを行ってま

いります。 

一ノ関駅周辺の清掃活動 

七戸十和田駅周辺の除草活動 

26 

26 

社会活動・表彰 

川崎市の緑地保全活動 
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項 目 
 （ 2014 年度 ） 

環境保全コスト （百万円） 
主な内容 費用 項 目

環境保全対策にともなう経済効果 （百万円） 
主な内容 効果

実質的効果

推定的効果

有価物の売却益、廃棄物処理費の
削減など 
環境保全施設の管理や環境配慮製
品の開発による、みなし効果 

合 計 2,458

1,348

1,110

111

420

383

65

33

323

0

21

1,356

公害防止コスト 
地球環境保全コスト 
資源循環コスト 

上・下流コスト 

管理活動コスト 
研究開発コスト 
社会活動コスト 
環境損傷対応コスト

合 計 

大気汚染防止、水質汚濁防止など

地球温暖化防止、省エネルギーなど

資源の有効利用、廃棄物処理など

製品の回収・リサイクルなど

環境マネジメントシステムによる管
理など 
環境配慮製品の研究・開発など

自然環境保全のための寄付など

土壌・地下水汚染に関わる修復費

事業 
エリア内 

項 目 

■ グローバル（売上高原単位） ■ 日本国内 
  （複数の原単位の複合指標） 

環境行動計画：温室効果ガス原単位管理

環境会計 

■ 日本以外：生産グループ会社
（生産高原単位）

■ 日本以外：販売グループ会社
（のべ従業員数原単位）

0

50

100

2012 2013 2014

（%） 

（年度）

100 84.8 73.6 

基
準
年 

0

50

100

2012 2013 2014

（%）

（年度）

100 91.0 92.1

基
準
年 

0

1000

2000

0

50

100

2012 2013 2014

100

基
準
年 

（億円）（%）

（年度）

94.6 92.6

1,5121,5501,539

0

2000

4000

6000

0

50

100

2012 2013 2014

100 96.3 103.1

4,788 4,900 
5,236

（年度）

（%） （人）

基
準
年 

■ 本社（のべ総労働時間） 
※試験室の容積および稼働時間を加味 

0

1500

3000

0

50

100

2012 2013 2014

基
準
年 

2,614 

87.9 100 91.2 

2,702 2,866 
（%） （千 h） 

（年度）

■ 青森事業所（生産台数）

0

250

500

0

50

100

2012 2013 2014

（%） 

（年度）

基
準
年 

100 95.9 99.6

406 384
357

（千台）

■ その他の事業所等（のべ総労働時間）

■ 株式会社富士通ゼネラルエレク 
  トロニクス（生産高） 

0

250

500

750

0

50

100

2012 2013 2014

（千 h） 
（%）

基
準
年 

100 99.2 90.5 

697 712 706 

（年度） 

（%） 

0

50

100

0

50

100

2012 2013 2014（年度）

100.6 92.5 100 

104.9 
124.5 

133.0 
（億円） 

基
準
年 

■ 株式会社富士通ゼネラル情報
  システム（のべ総労働時間） 

0

20

40

0

50

100

2012 2013 2014 （年度）

37
（%） 

100 99.5 111.1

基
準
年 

36

31

（千 h）

■ 株式会社富士エコサイクル 
  （処理台数） 

0

500

0

50

100

2012 2013 2014

（%）

（年度） 

基
準
年 

100 89.0 97.8 

295
329 

307 

（千台） 

原単位 
 
 
 
指標（基準年比）

データ集 

 現在、エアコンの冷媒ガスは温暖化係数の低い

R-32 への転換を進めています。このため、中国や

タイでエアコンを生産するグループ会社において

生産ラインを順次 R-32 対応に改修したため、環境

保全コスト（地球環境保全）が上昇しました。 

【訂正とお詫び】 
 「環境報告書 2014」において、2013 年度の環
境保全コストを 1,087 百万円とご報告をいたしま
したが集計に誤りがあり、再集計した結果、1,126
百万円となりました。金額を訂正するとともに、不
正確な情報をご提供しましたことをお詫びいたし
ます。また、今後は再発の防止に努めてまいります。

14.6 

15.1  

7.9 

12.2 

8.6

2010 

17.5

11.4 

16.1 

8.8 

11.3 

15.4

9.9

13.6

13.5

11.1

2011 2012 2013 2014

10 

20 

（年度）

（億円） 

0 

環境保全コスト 
推定的経済効果 
実質的経済効果 
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■ 電力 ■ 石油類 

0

500

1,000

2010 2011 2012 2013 2014

（kL） 

（年度） 

486 

340 

289 

191 3 259 221 
145 101 108 

80 

59 

83 

71 

71 

41 

63 

58 

51 

65 

軽油 

ガソリン 

灯油 

A 重油 

884 

715 

546 
413 

227 

0

50,000

2010 2011 2012 2013 2014 （年度） 

（MWｈ） 
82,705 

76,826 
70,804 

75,341 74,113 

■ LPG ■ 都市ガス 

0

2,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン） 

（年度） 

2,066 
2,157 

2,344 

2,024 
2,122 

0

200,000

2010 2011 2012 2013 2014 （年度） 

243,107 239,435 235,851 
252,137 264,671 

（m3） 

エネルギー 

0

250

500

2010 2011 2012 2013 2014

（百トン-CO2） 

タイ 
 
中国 
 
日本 

（年度） 

156.2 
159.3 154.9 113.9 127.4 

134.4 124.1 107.5 150.1 

134.0 116.0 114.0 
118.6 

126.1 

123.0 

424.6 
399.4 376.4 382.6 376.5 

■ 事業活動にともなう温室効果ガスの排出量（CO2換算） 

■ エネルギー消費にともなう温室効果ガスの排出量 

■ 日本国内の製品物流にともなう温室効果ガス排出量（推定値） 

大気への排出 

0

2,000

4,000

2010 2011 2012 2013 2014

（百トン-CO2） 

フロン 
 
エネルギー 

3,163 

425 399 376 382 376 

2,738 
2,798 

869 862 560 

3,197 

1,245 1,244 
936 

（年度） 

0

1,000

2,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン-CO2） 

1,915 1,934 

1,730 

2,251 

1,634 

（年度） 

■ 窒素酸化物 (NOX) ■ 硫黄酸化物 (SOX) 

0

500

2010 2011 2012 2013 2014

（kg） 

（年度） 

559.6 
525.1 

356.7 341.4 
382.8 

0

500

2010 2011 2012 2013 2014

（kg） 

（年度） 

432.4 442.7 

200.9 

125.9 
83.9 



 

 

TOP MESSAGE　　環境行動計画 製品・サービスの取り組み 事業活動の取り組み

FUJITSU GENERAL GROUP ENVIRONMENTAL REPORT 2015 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29 

 

■ 使用量 ■ 排水量

0

250,000

500,000

2010 2011 2012 2013 2014

（m3）

326,237
363,150 362,023 

334,455 338,063

（年度）
0

250,000

500,000

2010 2011 2012 2013 2014

（m3） 上水        工業用水
486,474 484,589 

456,106 
413,803 435,468

（年度）

430,290 425,330 
409,692 

383,894 390,257

56,184 59,259 46,414 29,909 45,211

水 

■ 金属使用量 ■ 金属以外（プラスチック等）の使用量 

0

50,000

100,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン） 

（年度）

61,093 
71,993 70,997 

88,970 90,959

0

20,000

40,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン）

（年度）

30,857 29,731
32,636 32,412 

24,295

原材料（資材・副資材）

廃棄物 
■ 全グループ廃棄物量 ※売却分を除く 

■ 廃棄物量（タイ：生産グループ会社） ※売却分を除く

■ 総排出量（日本：事業所／グループ会社） 

■ 不要物売却量（タイ：生産グループ会社） 

■ 廃棄物量（中国：生産グループ会社） ※売却分を除く ■ 不要物売却量（中国：生産グループ会社） 

0

1,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン） 

（年度）

1,328 
1,180 

1,053

759 
851

0

1,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン）

（年度）

1,209 1,167 1,194 1,120 1,196
228 232 213 

204 
106

279

702

181 
86 

229

717 800 830 861

218

処分     有効利用   売却

処分     有効利用

0

500

2010 2011 2012 2013 2014

（トン） 

（年度）

処分 

571 543 571

410 
486

0

5,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン）

（年度）

4,836
5,608

7,693 

4,179 5,036

0

5,000

2010 2011 2012 2013 2014

（トン）

（年度）

2,314 2,564
3,542 

4,636 4,266

0

200

2010 2011 2012 2013 2014

（トン） 

（年度）

249 

187 

89
58 

30

228 

165 

74
43 18

21 22 15 15 
12
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■ 再商品化等処理実績 

家電リサイクルの実績 

トルエン 

りん酸トリトリル 

キシレン 

鉛 

xylene 

toluene 

lead 

Tritolyl phosphate 

1,290 

139 

190 

110 1330-78-5 

1330-20-7 

108-88-3 

7439-92-1 

化学物質名 取扱量 (kg) CAS 番号 

化学物質取扱量（PRTR 法対象物質） 

2014 年度 

 化学物質取扱量は、日本国内の各事業所・グループ会社で 2014

年度の取扱量が 100kg 以上だった化学物質について、取扱量を合

算しています。 

項 目 

指定引取場所での引取台数 

【 再商品化等実施状況 】 

再商品化等処理台数 

再商品化等処理重量 

再商品化重量 

再商品化率 

鉄 

銅 

アルミニウム 

非鉄・鉄など混合物 

ブラウン管ガラス 

その他の有価物 

総重量 

指定引取場所での引取台数 

破壊等委託先に出荷した重量 

再生または再利用重量 

破壊重量 

回収重量 

破壊委託先に出荷した重量 

破壊重量 

【 部品・材料での再使用状況 】 

【 冷媒フロンの回収等の状況 】 

【 断熱材に含まれるフロンの回収等の状況 】 

189,826 台 

164,417 台 

6,740 トン 

6,416 トン 

95% 

1,529 トン 

419 トン 

1,047 トン 

2,116 トン 

1,173 トン 

6,286 トン 

108,742kg 

108,661kg 

75,421kg 

33,959kg 

177,088 台 

7,257 トン 

6,894 トン 

95% 

1,664 トン 

458 トン 

1,126 トン 

2,312 トン 

1,332 トン 

6,894 トン 

115,169kg 

114,760kg 

113,903kg 

2,584 台 

2,604 台 

66 トン 

51 トン 

77% 

7 トン 

2 トン 

0 トン 

0 トン 

16 トン 

50 トン 

0 トン 

159 トン 

1 トン 

3 トン 

199 台 

207 台 

4 トン 

3 トン 

89% 

1 トン 

0 トン 

0 トン 

3,267 トン 

3,030 台 

3,025 台 

264 台 

277 台 

79 トン 

63 トン 

5 トン 

4 トン 

79% 90% 

9 トン 

3 トン 

0 トン 

0 トン 

31 トン 

19 トン 

63 トン 

1 トン 

0 トン 

0 トン 

0 トン 

2 トン 

4 トン 

124,880 台 7,228 台 

134,485 台 7,797 台 

156,259 台 

9,397 台 

8,900 台 

8,444 トン 

6,863 トン 

281 トン 

264 トン 

9,987 トン 

8,203 トン 

317 トン 

299 トン 

94% 

82% 

81% 

94% 

189,826 台 

100 トン 

1,103 トン 

2,202 トン 

6,834 トン 

122 トン 

6 トン 

4 トン 

30 トン 

99 トン 

263 トン 

12,532 トン 

12,593 トン 

5,039 トン 

7,606 トン 

16,384 トン 

16,353 トン 

16,311 トン 

3,894 トン 

185 トン 

110 トン 

1,354 トン 

2,656 トン 

8,203 トン 

138 トン 

7 トン 

4 トン 

36 トン 

112 トン 

299 トン 

15,117 トン 

15,082 トン 

14,958 トン 

17,462 トン 

17,390 トン 

17,097 トン 

テレビ 

ブラウン管式 液晶式・プラズマ式 
冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機・衣類乾燥機 エアコン 

2013 年度 

23 トン 

年 度 

152,809 台 2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 

2013 年度 

2014 年度 
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本 社 

浜松事業所 

概 要 

 前身となる八欧電機株式会社が 1955 年に川崎工場と

して建設。ラジオ、音響、テレビの生産から始まり、無線

機部門、家庭電器部門と生産規模を順次拡大したのち、

1958 年に本社となりました。現在も富士通ゼネラルグル

ープの中枢であるとともに、製品やシステムの研究開発拠

点としての役割を担っています。 

■ 所在地 ：神奈川県川崎市高津区末長 3 丁目 3 番 17 号 

環境の主な取り組み 

 本社は、富士通ゼネラルグループ全体の環境経営を統

括する重要な役割を担っています。また、現在は製品の

開発や営業戦略の中核として機能しており、社会の環境

負荷の低減と環境効率の向上に資する経営戦略が本社か

らグローバルに展開されています。 

概 要 

 1973 年に設立した中部ゼネラル株式会社の工場（完成

は 1977 年）としてスタートし、長らく国内・海外向けエ

アコンの開発・生産拠点として重要な役割を担ってきま

した。2001 年に現在の浜松事業所となり、生産拠点の海

外移転にともない、2010 年には株式会社富士エコサイク

ル（家電リサイクルプラント）が事業所内に移転しまし

た。現在は製品の修理ならびにリサイクルの事業拠点と

なっています。 

■ 所在地 ：静岡県浜松市北区細江町中川 1930 番地 4 

環境の主な取り組み 

 希少野生生物の生息地を含む浜名湖県立自然公園に近

く、自然環境との調和に配慮した事業を行っています。水

を使用しないリサイクルの取り組みを行うほか、ビオトー

プでの生物モニタリングなども行っています。 
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青森事業所 

概 要 

 1967年に設立した野辺地ゼネラル株式会社の工場とし

てスタートし、2006 年からは現在の青森事業所となりま

した。設立当初から、一貫してモーターの製造を行ってい

ます。2010 年には隣接地に東北新幹線の七戸十和田駅が

開業し、周辺環境が大きく変わりつつあります。 

■ 所在地 ：青森県上北郡七戸町字荒熊内 67 番地 2 

環境の主な取り組み 

 事業所の周辺は牧場や農地が広がり、近隣には貴重な野

生生物が多数生息する仏沼（ラムサール条約登録湿地）が

あるなど、豊かな生態系が残っています。それらの環境と

調和し保全していくために、モーター製造工程で使用する

有機溶剤等の化学物質について、徹底した管理と使用量削

減に取り組んでいます。 

松原事業所 

概 要 

 1957 年に設立したゼネラル照明機器株式会社の工場

としてスタートしました。製造が終了したあとは、関西

地区における製品サービスサポートの事務所として運用

していましたが、2013 年に社屋を一新したのを機会に、

分散していた営業機能を集約しました。 

■ 所在地 ：大阪府松原市西野々2 丁目 1 番 45 号 

環境の主な取り組み 

 関西地区の営業・サービス活動の中心であり、お客様

とのかかわりの中で、製品やサービスを通じた社会の環

境負荷低減などを目指しています。 

 また、事業所の環境負荷低減はもとより、大都市圏に

おける自社営業車両の運用効率化などにも取り組んでい

ます。 

事業所の紹介 
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株式会社富士通ゼネラルエレクトロニクス 

企業概要 

 1964 年にラジオやオーディオ機器を生産するゼネラル電子工業株

式会社として設立しました。1999 年に富士通ゼネラルの電子デバイス

部門を統合しており、現在は車載カメラやロボットコントローラー、

電子デバイス、および情報通信システム機器、などを生産しています。 

■ 所在地 ：岩手県一関市相去 3 番地の 1 

■ 敷地面積：32,134m2     ■ 建物総面積：16,538m2 

■ 従業員 ：407 名（2015 年 3 月現在・非正規社員を含む） 

環境の主な取り組み 

 環境配慮製品を開発するとともに、生産の効率化など事務

所・工場の環境負荷低減により、省エネルギーと温室効果ガ

ス排出量の削減を追求しています。また、電子デバイスの生

産に必要な化学物質の徹底した管理を行うとともに、廃棄物

のリサイクルにも積極的に取り組んでいます。 

FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO., LTD. 

企業概要 

 タイ王国のレムチャバン工業団地（チョンブリー県シラチャー郡）に、1991

年に設立しました。ルームエアコンからビル用マルチエアコンまで多種類のエ

アコンを生産しています。工場はレムチャバン港に隣接しており、効率的な船

積みが可能です。 

■ 所在地 ：Laem Chabang Industrial Estate, I-EA-T, Free Zone 1 

 92/9 Moo 2, Thungsukhla, Sriracha, Chonburi, Thailand 

■ 敷地面積：100,800m2     ■ 建物総面積：55,800m2 

■ 従業員 ：2,456 名（2015 年 3 月現在・非正規社員を含む） 

 

当社では、自動車メーカーやディーラーなどで搭載する車載カメ

ラの開発・生産を行っています。 

2014 年度は、車載カメラの消費電 

力を従来品との比較で 20％削減する 

画像処理 LSI を開発し、製品に使用 

しました。 

これからも、電子デバイスの徹底し 

た省エネルギー化により、車社会に 

おける環境負荷の低減を支えていき 

ます。 

事業推進部 担当部長 

大窪 英資 

スタッフメッセージ 

 

当社は操業開始から20年以上が経過し設備の老朽化が目立って

いるため、環境負荷のより低い設備への更新を順次進めていま

す。また、すべての業務で環境保全 

の考えが確実に実践されるように、 

タイの習慣にも配慮しつつ、ルール 

などシステムの見直しを積極的に行 

っています。さらに、環境の保全が 

国と国民の豊かな未来を守るという 

考えに基づき、社員の啓発活動や環 

境教育に力を入れています。 

EMS（ISO14001）担当 

パッタラウィジットラー・ 

シーワロム 

スタッフメッセージ 

環境の主な取り組み 

 使用エネルギーの削減やフロンガス漏えい防止管理などを

通じて、温室効果ガス排出量の削減に取り組んでいます。ま

た、社員ボランティアによる社会貢献活動も推進しており、

海岸干潟のマングローブを再生する植林活動や、パタヤ海岸

や寺院などの清掃活動を行っています。 

グループ会社の紹介 
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富士通将軍 (上海) 有限公司 

富士通将軍中央空調 (無錫) 有限公司 

企業概要 

 富士通将軍 (上海) 有限公司は 1996 年に操業を開始しました。現在は主にルー

ムエアコン（年産約 150 万セット）を生産しています。2013 年にはエアコン製品

設計を担うテクニカルセンターを増強し、設計から製造まで一貫した管理のもと、

「品質第一、お客様第一」をモットーとして、高品質・高性能のエアコンで社会へ

の貢献をめざします。 

■ 所在地 ：中華人民共和国上海市嘉定区回城南路 1720 号 

■ 敷地面積：92,134m2     ■ 建物総面積：34,850m2 

■ 従業員 ：3,023 名（2015 年 3 月現在・非正規社員を含む） 

環境の主な取り組み 

 製品に使用する冷媒について、環境負荷の少ないフロンへ

の転換を進めています。また、製造工程におけるフロン漏え

い防止対策も強化しています。 

 省エネルギーでは、工場内照明の効率化（LED 化）や空調

設備の見直しなどに取り組んでいます。 

企業概要 

 富士通将軍中央空調 (無錫) 有限公司は 2006 年に設立、2008 年に竣工した

最新鋭の工場で、ビル用マルチエアコン (VRF) の研究開発、生産、販売、設置

およびメンテナンスを事業としています。高度な技術と経験並びに品質管理で、

優れた製品により快適さを提供するとともに、地球環境を保全していきます。 

■ 所在地 ：中華人民共和国江蘇省無錫市新区漓江路 10 号 

■ 敷地面積：33,367m2     ■ 建物総面積：28,763m2 

■ 従業員 ：696 名（2015 年 3 月現在・非正規社員を含む） 

環境の主な取り組み 

 省エネルギーや省資源とともに冷媒フロン対策を強化して

います。一部の販売先（地域）で残っている R-22 冷媒機種を

R-410 冷媒機種に転換するとともに、より環境負荷の少ない

R-32 冷媒機種の拡大に努めています。また製造工程による冷

媒回収を徹底し、温室効果ガスの抑制に努めています。 

 

 2014 年度は、食堂の空調機を省エネルギー能力の高い機種に

入れ替えました。さらに工場内の空調 

機を集中制御化することで、電力消費 

の高効率化をはかっています。また、 

事務所の照明の LED 化も推進していま 

す。これからも、当社で働くすべての 

人の環境意識を高めていくとともに、 

より良い職場環境を社員に提供できる 

よう、活動を推進していきます。 
環境リーダー 王 喆 

スタッフメッセージ 
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 当社は操業開始から 18 年が経過しました。このため施設の老

朽化が目立つようになっており、環境影響の大きい設備を更新す

ることで環境負荷の低減をはか 

っています。特にボイラーは、 

燃料を軽油から LPG へ変更した 

ことで燃焼効率を大幅に改善さ 

せました。また、工場内の換気 

システムを効率化するなど、環 

境に加え働きやすい職場の実現 

にも取り組んでいます。 
人事総務統括部長 

 林 永佳 

スタッフメッセージ 
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その他の開発・生産グループ会社 

江蘇富天江電子電器有限公司 FUJITSU GENERAL ENGINEERING 
(THAILAND) CO., LTD. 

FGA (THAILAND) CO., LTD. 

主な非生産グループ会社 

株式会社富士通ゼネラル情報システム 株式会社富士通ゼネラル 
イーエムシー研究所 

株式会社富士エコサイクル 
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事業概要 

 富士通グループのリソースを活かした

ソリューションサービスを提供していま

す。特に、JA 選果場、オフィス、店舗、

工場などで「省力化と快適な環境づくり」

をめざしたご提案を行っています。 

■ ソフトウェア開発、事務及び OA 機器の販

売サービス請負、電話 デジタル通信など

電気通信サービス契約取扱代行 

■ 所在地：東京都港区芝浦 2 丁目 3 番 31

号 第 2 高取ビル 6F 

事業概要 

 各種規格適合試験および申請、各種ノ

イズに関する支援やコンサルティングな

ど、最新の設備と豊かな経験でお客様の要

望に応えています。また、出張による測

定・試験サービスも実施しています。 

■ 所在地：富士通ゼネラル 本社内 

事業概要 

 家電メーカー5 社ならびに株式会社エ

ンビプロ・ホールディングス（リサイクル

企業）との合弁により、2000 年に設立し

ました。使用済み家電製品を家電メーカー

各社から受託し処理を行っています。 

■ 所在地：富士通ゼネラル 浜松事業所内 

販売グループ会社（海外） 

FUJITSU GENERAL AMERICA, INC. 

FUJITSU GENERAL DO BRASIL LTDA. 

FUJITSU GENERAL (U.K.) CO., LTD. 

FG EUROFRED LIMITED 

FUJITSU GENERAL (EURO) GmbH 

FUJITSU GENERAL (MIDDLE EAST) FZE 

FUJITSU GENERAL (AUST.) PTY LTD. 

FUJITSU GENERAL NEW ZEALAND LTD. 

FUJITSU GENERAL (ASIA) PTE. LTD. 

富士通将軍東方国際商貿 (上海) 有限公司 

事業概要 

 1999 年に、エアコンの研究と開発を

行う会社として設立しました。設立以来一

貫して、人と環境にやさしいエアコンを追

求し続けてきました。 

■ 所在地：FUJITSU GENERAL (THAILAND) 

CO., LTD. 内 

事業概要 

 エアコン用のモーター生産を目的に、

FUJITSU GENERAL (THAILAND) CO., 

LTD. の近隣に 1998 年に設立しました。 

■ 所在地：Laem Chabang Industrial 

Estate, I-EA-T, Free Zone 2 

212 Moo 3, Thungsukhla, 

Sriracha, Chonburi, Thailand 

事業概要 

 2003 年に、江蘇小天鵝集団有限公司と

の合弁で設立しました。生産品目は、ブラ

シレス DC モーター、AC インバーターモ

ーター、および関連電子部品で、年間 500

万台の生産能力を有します。 

■ 所在地：中華人民共和国江蘇省靖江市開発

区江州路 8 号 

FUJITSU GENERAL (TAIWAN) CO., LTD. 
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富士通ゼネラルグループ概要 

社名 株式会社富士通ゼネラル（FUJITSU GENERAL LIMITED） 

所在地 本社 
〒213-8502 神奈川県川崎市高津区末長3丁目3番17号 

代表者 代表取締役社長 斎藤 悦郎  ※ 2015年6月23日現在 

設立 1936年1月15 日 

事業内容 空調機、情報通信・電子デバイス両部門において、製品お
よび部品の開発、製造、販売、ならびにサービスの提供 

資本金 180億8,910万円 

従業員数 連結 6,091名  単独 1,527名 

取締役員数 11名 （うち社外取締役 2名） ※ 2015年6月23日現在 

連結子会社数 

持分法適用関連会社数 

30社 

3社 

売上高 

上場証券取引所 

連結 2,748億700万円  単独 2,236億6,600万円 

東京証券取引所（第一部） 

■ 主要な製品、システム、サービス 

空調機 

情報通信・電子デバイス 

その他 

ルームエアコン、ビル用マルチエアコン、ヒート
ポンプ式温水暖房システム、空調関連商品 

消防システム、防災システム、POSシステム、
映像システム、車載カメラ、電子部品、ユニット
製品 

家電製品のリサイクル、電磁波障害に関する測定
およびコンサルティング 

■ 2014年度事業セグメント別売上高比 

その他 
（1,616百万円） 

情報通信・電子デバイス 
（54,216百万円） 

空調機 
（218,973百万円） 

0.6% 

79.7% 

19.7% 

■ 売上高推移 

■ 営業利益 

■ 当期純利益 

■ 研究開発費 

■ 設備投資 

■ 従業員数 

182,105 

1,479 

5,345 5,606 

1,444 1,456 

5,755 

1,491 

6,091 

1,527 

（人） 

（年度） 

連結 
 
単独 

（百万円） 

（年度） 

5,157 

203,549 209,167 

241,441 

274,807 

（百万円） 

（年度） 

11,029 
13,318 

15,120 

20,702 

27,140 

（百万円） 

（年度） 

4,848 5,174 

13,009 13,227 

17,809 

（百万円） 

（百万円） 

（年度） 

（年度） 

7,761 

8,546 
9,804 10,284 

11,549 

2,391 
3,122 3,175 

6,162 

7,148 
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（2015年3月31日現在） 
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線 

） 

「富士通ゼネラルグループ 環境報告書 2015」アンケート 

ご記入いただきました個人情報は、環境報告書の作成の参考にさせていただく以外の目的では使用しません。 

お客様の情報についての照会や訂正について、下記までご連絡ください。 

株式会社富士通ゼネラル 環境統括部 環境計画部 

TEL：044‐861‐7768 

ご覧いただき、ありがとうございました。 

次回の環境報告書を作成する際の参考とさせていただきますので、（ きりとり線 ）で切り離し

てから、裏面の事項にご記入のうえ、FAX にて返送していただければ幸いです。 

［ 写真 ］ 中田島砂丘（静岡県浜松市） 
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） 

（ふりがな） 

アンケート FAX 用紙 FAX : 044-861-7772 

株式会社富士通ゼネラル 環境計画部 

Q1 富士通ゼネラルの環境活動についてご存じでしたか？ 

□ 知っていた □ 少し知っていた □ 知らなかった 

Q2 本報告書をお読みいただいてどのように感じましたか？ 

Q3 本報告書で関心を持った内容はどの部分ですか？（複数選択可） 

□ 多い 

□ 不十分 ＜掲載内容＞ 

＜記事の情報量＞ 

□ 十分 

□ 普通 □ 少ない 

＜読みやすさ＞ □ 読みやすい □ 読みにくい □ 普通 

□ TOP MESSAGE □ 経営理念・環境方針 

□ 第 7 期富士通ゼネラルグループ環境行動計画 □ 空調機事業・ホーム機器事業 

□ マテリアルバランス 

□ 水・公害対策・生物多様性 

□ 製品の環境アセスメント 

□ 情報通信事業 

□ 環境コミュニケーション 

□ 温室効果ガス (GHG) 排出 

□ リサイクル (製品・容器包装) 

□ 緊急事態・事業継続 

□ 社会活動・表彰 

□ 廃棄物・化学物質 

□ ガバナンス体制 

□ 環境監査・環境教育 

□ データ集 

勤務先名                 部署名 

Q4 本報告書をどのような立場で読まれているか教えてください。 

Q5 本報告書の存在は何を通じて知りましたか？ 

Q6 本報告書へのご意見・ご要望などをお聞かせください。 

□ 富士通ゼネラル製品のお客様 

□ 一般消費者 

□ 行政 

□  

□ 株主 

□ 学校・大学・研究機関 

□ 展示会 

□ 富士通ゼネラルグループ社員 

□ 学生 

□ その他（          ） 

□ その他（                            ） 

□ 広報室 

□ 友人 

□ ホームページ 

□ NGO・NPO 

□ 富士通ゼネラルグループ営業担当 

□ 工場見学 

□ 企業の環境担当 

□ NGO・NPO 

□ 金融・投資関係者 

お名前 

ご住所 

□ 事業所の紹介 

□ グループ会社の紹介 □ 富士通ゼネラルグループ概要 

□ 電子デバイス事業 
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1. 報告にあたっての基本的要件 

2. 経営責任者の諸言 

3. 環境報告の概要 

4. マテリアルバランス 

1. 環境配慮の方針、ビジョンおよび事業戦略など 

2. 組織体制およびガバナンスの状況 

3. ステークホルダーへの対応の状況 

4. バリューチェーンにおける環境配慮などの取組 

状況 

1. 資源・エネルギーの投入状況 

2. 資源などの循環的利用の状況（事業エリア内） 

3. 生産物・環境負荷の産出・排出などの状況 

4. 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況 

1. 環境配慮経営の経済的側面に関する状況 

2. 環境配慮経営の社会的側面に関する状況 

1. 後発事象など 

2. 環境情報の第三者審査など 

(1) 対象組織の範囲・対象期間 

(2) 対象範囲の捕捉情報率と対象期間の差異 

(3) 報告方針 

(4) 公表媒体の方針等 

(1) 環境配慮経営等の概要 

(2) 主要業績評価指標（KPI）の時系列一覧 

(3) 個別の環境課題に関する対応総括 

(1) 環境配慮の方針 

(2) 重要な課題、ビジョンおよび事業戦略など 

(1) 環境配慮経営の組織体制など 

(2) 環境リスクマネジメント体制 

(3) 環境に関する規制などの遵守状況 

(1) ステークホルダーへの対応 

(2) 環境に関する社会貢献活動など 

(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略など 

(2) グリーン購入・調達 

(3) 環境負荷低減に資する製品・サービスなど 

(4) 環境関連の新技術・研究開発 

(5) 環境に配慮した輸送 

(6) 環境に配慮した資源・不動産開発や投資など 

(7) 環境に配慮した廃棄物処理やリサイクルなど 

(1) 総エネルギー投入量およびその低減対策 

(2) 総物質投入量およびその低減対策 

(3) 水資源投入量およびその低減対策 

(1) 総製品生産量または総商品販売量など 

(2) 温室効果ガスの排出量およびその低減対策 

(3) 総排水量およびその低減対策 

(4) 大気汚染、生活環境に係わる負荷量およびその低減対策 

(5) 化学物質の排出量、移動量およびその低減対策 

(6) 廃棄物などの総排出量、廃棄物最終処分量、およびその低減対策 

(7) 有害物質などの漏出量およびその防止対策 

(1) 事業者における経済的側面の状況 

(2) 社会における経済的側面の状況 

(1) 後発事象 

(2) 臨時的事象 

環境報告の基本的事項 

環境マネジメントなどの環境配慮経営に関する状況を表す情報・指標 

事業活動にともなう環境負荷および環境配慮などの取り組みに関する状況を表す情報・指標 

環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況を表す情報・指標 

その他の記載事項 

（ 説明ページ ） 

1 

― 

1 

1, 36 

3 

4, 21 

35 

5~6 

15 

4 

4~6 

21 

― 

24 

25 

26 

22 

22 

7~14 

7~14 

17 

27 

18, 20 

15~17, 28 

15, 29 

15, 19, 29 

― 

― 

15~17, 28 

15, 19, 29 

15, 28 

15, 18, 30 

15, 18, 29 

15, 18, 23 

19 

27 

― 

― 

― 

― 
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記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

環境統括部 環境計画部 

〒213-8502 神奈川県川崎市高津区末長 3 丁目 3 番 17 号 

http://www.fujitsu-general.com/jp/corporate/eco/ 

TEL:044-861-7768 FAX:044-861-7772 
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